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16. 術後抗生物質投与による咽頭ブドウ球菌の
変動について
大学院3年柏木 登
最近教室で経験した術後感染症(肺炎，膿胸，腹
膜炎，皮下膿蕩〉には全て病原性ブドウ球菌が見出
され，そのファージ型はほとんどが 54型と 80型の 
2種であった。しかもそれらの各種抗生物質K対す
る耐性度は極めて高度で、あった。こうした院内lζ広 
く蔓延し，次々に術後感染を起していく菌は近年病
院ブドウ球菌という名で呼ばれているが，今回はこ
れら病院ブドウ球菌の術後患者に於ける蔓延の模様
を見る目的で，咽頭ブドウ球菌の変動を追求した。
術後患者の咽頭lζ於ける病院ブドウ球菌 (54型な
いし 80型)の出現頻度は 20例中 12例で， その出
現の仕方は，抗生物質投与後の菌交代現象によって
起ったもの 11例， 菌交代現象によらず菌を獲得し
たもの 1例であった。亦菌出現についての条件を分
析すると，まず抗生物質投与例 16例には 11例の出
現を見，しかもテトラサイクリン系抗生物質の投与
例は全例もれなく出現していた。次l乙手術侵襲の大
きさでみると，噴門切除以上の手術では 8例，例外
なく病院ブドウ球菌の出現を認め， しかもその場
合，菌出現後は，他の菌の併存を許きない純培養の
状態である事が解った。かくして病院ブドウ球菌
は，抗生物質投与と術後咽頭粘膜障害の結果，早期
比，かつ高率に患者咽頭に出現する事が解ったが，
乙うした事態ば，術後感染を実際K引き起している
病原性ブドウ球菌が，広範囲に術後患者によって培
養され，そ ζから供給されている点を考えて，臨床
上極めて重要な問題と云わなければならない。 
17. 	 胃アトニーの運動機能的分類とその臨康的
意義
大学院3年平島 毅
胃運動曲線を新たに工案したパローン水マノメー
タ一法を使って採取し，新たに胃の運動量を規定
し，	 乙れを指標として胃アトニー，下垂症治療前後
の胃運動機能を明らかにし，胃アトニー及び下垂症
の手術適応の基準，術式の検討をした。 
指標とした運動量とは胃内圧を力学的に表示する
もので，バロンに掛った胃内圧は水柱圧に等しく，
この曲線を積分することによって得られた面積が運
動に比例しi一定時間の運動量は嬬動波の住事量に
、。L等し 
この実測に当つては細分した長方形の緩和を以つ
てこれに代えた。
試験対照として，正常例，胃下垂症，胃体部切除
例を選ぴ， 現在迄28例の結果は下記の如くであっ
た。
(1) 正常胃の単位時間の運動量は平均 20.7Joule 
であり， これを 100%とし以下の運動量は正常値に
対する百分率をもってこれに代えた。 
(2) 	 レ線的胃下垂症の運動量は 100%以下であっ
た。
(3) 運動量 50%以下をアトニーとして， 内容排
出率をみた所全例K於いて遅延型となって居り，更
に Choline作働薬である Bethanechol Chloride 
k作働しないものが多い。
住) 胃体部切除後の残胃の運動量は 13例に於い
て90%から 40%を占めた。
伍) 胃体部切除後の残胃の運動量は経過の推移iζ
つれて増量した。 
(6) 術前運動量の低いもの程，術後運動量の上昇
率がよい。
以上胃曲線より新たに運動量を定義しとれが胃の
運動機能を適確に表わすものであることを実証し，
遠隔成績を追求することによって胃アトニー，下垂
症の手術適応の決定，更に術後の運動機能，術式の
検討に資するものと考える。 
18. 	 視保下部腹内側野破壊動物に就ての知見
(主として体重及び血糖値の変動〉
大学院3年夏目隆一
視床下部腹内側野を電気的に破壊したウサギの術
後の体重変化を 3カ月以上K亘って観察すると 10
日前後でほぼ術前の体重にもどり， 50日以後では対
照のウサギに比べいちぢるしい増加傾向を示した
が， この間みられた多食症状に関係あるものと思わ
れる。此の様な状態にあるウサギの血糖値には， 
Sudsaneh及び Mayerの実験の場合と同様に大き
な変動は認められなかった。しかし表面的に現われ
ていない血糖の調節機序の変化は Phenobarbital， 
Chlorpromazine，Reserpine等の薬物を作用させ
てその変化をみる事により或程度解明する事が出来
た。
視床下部の交感帯や副交感帯と考えられている部
分を完全に分離破壊し，長期生存出来れば別である
が，それは極めて困難な問題であり，他の面の実験
と併せて考える必要がある。例えば動物の行動が温
和になる事と肥貯が並行的である事から視床下部の
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副交感性優位と関連づける考え方があるが，我々の
観察で、は多食症発現時期に却って行・動が盛んになる
傾向さえ現われ，今後尚検討の余地あるものと考え
ている。 
19. 血清アセチル・グルコサミニダーゼの臨康
的応用
大学院3年福田 陽
アセチJレ，グルコサミニダーゼはグJレコサミンが
他の OH化合物と戸結合している部分を水解する
酵素である。例えば， ヒアルロン酸が加水分解され
る過程rc，ヒアルロニダーゼ，グルクロニダーゼと
共に作用する。
従来本酵素は動物組織についてのみ酵素化学的，
基礎的研究が行なわれ，生理的意義も十分明らかに
されておらず，血清中の本酵素に関する報告もな
い。私は初めて，アセチル・グルコサミニダーゼの
血清についての測定条件を検討し，その方法に従っ
て正常血清中の年令別，性別の変化を観察し，数種
の疾患に対してその変動を測定した。
測定法は，Mj100 Phenyl-N-acetyl-s-D-glncos-
aminideを基質とし， Mj10 Citrate Bu百er(pH 
4.6)及び血清を反応混液とし， 370C，2時間 Incu-
bateしたのち，遊離した Phenolを赤松・宍倉法 
により定量し， μM単位で表わして酵素活性度を測
定した。
正常人血清では，一般に男性より女性の方が活性
度が高く，男性で、は高年者にやや高い傾向がみられ 
た。女性では若年者にも比較的高い活性度を示すも
のがあった。
腎炎，肝炎また糖尿病で、は正常より高い活性度を 
示した。胃潰療は大体正常範囲であるが，胃癌では
かなり高値を示すものがあった。
妊娠では全体的に活性度が相当高く，妊娠後半期
には，異常に高い活性を示した。
本酵素は更に臨床的に広範に検査する価値がある
と思われる。 
20. 上部消化管大手術に於ける副腎皮質機能庇
護の効果について
白元拭 
1) 私達は食道癌患者について，今迄試みられな
かった副腎皮質機能測定を行ない，術前の状態及び
各術式別の状況を検討し，機能低下の著明な状態Iに
あることが明らかに為し得ました。 
2) ζれに対し手術当日より 4日間 Cortisone
100mg連日投与する ζ とにより手術侵襲による 
Shock発生の防止， 体内水分電解質手術の快後及
び副腎皮質機能の改善を測り得ました。 
3) 術前より強力なる DOCA投与を行なうこと
により，副腎皮質機能は極めて活発な反応を示し，
侵襲後の血清抗利尿物質濃度の上昇を抑制すること
に成功しました。 
4) 以上の点より食道癌根治手術K於いては手術
直前lζ於いて副腎皮質庇護療法を行なうととが有効
であります。 
21. レ線的に見た胸部上中部食道癌術前照射の
適応に就いて
小林誠一郎
癌手術成績向上の目的で，中山外科に於ては術前
照射を提唱して居るが，胸部上中部食道癌に関して
昭和 35年 11月迄に 57例に本治療を行なった。之
等症例に就いて， 滝沢教授に依る XLDの分類に
従い，主として X線像の上から， 1)病理組織所見
と対比し， 手術に最適とされる X2乃至 X3の状態
をレ線像の上で判定可能か否か。 2)術前照射を行
なう事lζ依り根治術の適応が如何に変ったか，即わ
ち適応の拡大が認められるか否か，に就いて検討し
た。
レ線像を従来の鋸歯型，螺旋型，漏斗型の分類l乙
従い，之等各型毎r 2乃至 X 変化するに要すc.X 3 R.
る最低腫湯線量を見るとそれぞれ 1500r， 2000 r， 
2500 r， となり総ての例に X2乃至 X3への変化を
期待するには 2500rが必要であると考えられる。
叉レ線像上の変化は 1500r照射後頃より現われ，
2000rを規準として陰影欠損面積の減少率を検討す
ると，上記各型毎にそれぞれ 40%，30%，20%，の
減少で X2乃至 X3への変化が見られる。 15%以下
の減少例は何等かの理由で放射線の効果のないもの
であった。一方レ線像上著明な変化を呈するに拘ら
ず照射後3週間以上経過すると X3から X1への逆
行が見られ，術前照射の意味の失われる事を教える 
2例を経験した。次に適応の面から従来根治術可能
の限界と思われる陰影欠損長 9cmを以って，以上，
以下の 2群に分けて生存期聞を検討した。非照射群 
114例では 9cm以上の例の 1年以上生存 Orc対し
て， 術前照射群 38例中少数例ながら既に 2例の 1
年以上生存者を見る事から，之等根治術可能限界に
ある症例応対する永久治癒の可能性を伺い知り得
た。叉 2年生存率を非照射群，術前照射群lζ就いて
